




































































































































































































































































































































































































































































































4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
」，「人はみなとりどりにて
























































































































































4 4 4 4 4 4
」を思し出づるだに，世と共の御物思ひなるを，「さてだにやみなん

































妻］の息子・　 夕霧 　 が，ヒカルの最愛の妻・　 紫の上 　 に恋心をいだくようになって再現しかけ
たのですが［㉘「野分」］，それは実行には移されませんでした。しかし，次いで彼の親友であ





















































































































































































































































































































































































































































































































































































4 4 4 4 4
「あくがるる







































































4 4 4 4
やうにて，はて給ひぬ‥‥」とあり［⑲「薄雲」］，紫上のそれ［43歳］は「さまざ
まのことを，し尽くさせ給へど，かひもなく，明け果つるほどに，消え果て
4 4 4 4
給ひぬ」と記され
ている。更にもどって葵上の場合には［26歳］，そっけなく単に「‥‥絶え入り







































































































































































































































































































































































おもかげの 忘らるまじき 別れかな 名残りを人の月にとどめて［621］












いかばかりうれしからまし 秋の夜の 月すむ空に 雲なかりせば［310］
身にしみてあはれ知らする風よりも 月にぞ秋の色はありける［342］
月を見て 心うかれし いにしへの 秋にもさらに めぐりあひぬる［340］


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4 4 4 4 4
と申へきやらん。しからは，唯〈うつくしく〉にうわなる躰，幽玄本位

















4 4 4 4
なるへし。‥‥」といった具合で，以下同様にして，「ふしかかりうつくしく








4 4 4 4 4 4
，しつかなるよそ
ほひにて，見所面白‥‥舞の幽玄

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4 4 4 4 4 4
と思ふ事肝要
也」と敵を見据えて「いずれにしてなりとも

















































































































































































































































































4 4 4 4 4 4
を一刀と心得，はたら
きに随ひて打つ


















































4 4 4 4 4 4 4
がそれであった。利休の茶室でみれば主人と招待客との心の触れ合い
4 4 4 4 4 4
だった。西行
が歌った山桜も，実はただの自然ではなく，自己の内なる花への語りかけ












































































































































































































































































































































































4 4 4 4
句を題目とせり























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4 4 4 4 4 4 4 4
，象潟はうらむがごとし




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4 4 4 4 4 4 4
，造化にかへれ












































































































































4 4 4 4
同じ
4 4
〈生
い の ち
命〉であり，それへの〈共
シムパシー
感〉だった。‘やっぱり芭蕉！’と人々を彼に帰らせる理
由はその心なのだろう，と私は思う。
　私が感動したさりげない句たちをここでまた思い出す。
○　何の木の花とは知らず匂
にほひ
哉
○　ひごろにくき烏
からす
も雪の朝
あした
哉
○　よくみれば薺
なずな
花さく垣ねかな
どの句も気張ったところが全くない。それはあの決定的な一句
○　初しぐれ猿も小蓑をほしげ也
も同じだ。其角はこれを「誹諧の神を入
いれ
たまひければ‥‥」［『猿蓑』序］と評したが「翁」の
心はそれ以前に素直に「猿」と寒さを共感
4 4
したのだ。
（マイケル）　黙って拝聴してきたところで，最後に「俗に帰る」のは恐縮ですが，僕の‘共感’は
彼の句に中に〈猫〉が何度も登場することですね。
○　猫の妻へつい［かまど］の崩
くづ
れより通ひけり
155
日本人の心を見にゆこう ３
○　猫の恋やむとき閨
ねや
の朧月
芭蕉は‘猫派’なんでしょうね。先生もそうでしょう。
（ヨウ）　そうじゃなきゃア，君と‘対話篇’なんてつくりはしないさ。でも次節ではいよいよ‘君
のおじいさん’の登場だ！
